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会 議 録 

会議の名称 平成 29年度 第 3回 栃木中央地域会議 

開催日時 平成 29年 6月 15日（木）18時 30分開会～20時 25分閉会 

開催場所 栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

出席者及び欠席者氏名 別記 1のとおり 

事務局職員職氏名 別記 1のとおり 

その他出席者等 別記 1のとおり 

会議事項 別記 2のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 なし 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記 3のとおり 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

別記 1 出席者及び事務局 

 

○出席者（委員） 

会 長 佐山 正樹     副会長 石河 不砂     委 員 臼井 義雄 

委 員 大島  努     委 員 大出 陽子     委 員 岡田 真由美 

委 員 杉戸  洋     委 員 関口 利枝     委 員 鷹箸 久江 

委 員 町田 爽起夫    委 員 松本 真由美    委 員 村田 弘子 

委 員 森戸  稔     委 員 山本 キミ子 

 

○欠席者（委員） 

委 員 池添  亮     委 員 木村 隆夫     委 員 田島  大 

委 員 羽田 明子 

 

○事務局 

【総合政策部】 

 飯島 正則（地域づくり推進課長兼栃木中央地域まちづくりセンター所長） 

 加茂 浩史（地域づくり推進課長補佐） 

 福田 英臣（地域づくり推進課主査） 

 鈴木 晃子（地域づくり推進課主事） 

 臼井 崇倫（地域づくり推進課主事） 

 

○その他出席者 

【総合政策部】 

唐木田 仁（総合政策課副主幹兼政策推進員）   原 雄一郎（総合政策課主査） 
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別記 2 会議事項（議題及び会議結果） 

 

1 開 会 

 

 

2 会長あいさつ 

佐山会長 

  

 

3 議 事 

（1）「総合計画後期基本計画における地域計画作成について」（報告） 

・地域会議からの回答書に基づき、見直した地域計画の内容を報告。 

・詳細は議事録を参照のこと。 

 

（2）地域予算提案事業検討 

・前回の会議で出た意見を表にまとめ、それに基づき委員が提案内容を検討。 

・提案内容の集約まで至らなかったので、後日、各委員が提案書を事務局に提出。 

・上記の提案書に基づき、事務局が事業計画書（案）を作成して担当課と調整。 

・次回の地域会議で調整結果を報告する。 

 

 

4 その他 

（1）次回の地域会議について 

    ・次回開催予定 平成 29年 7月 20日（木） 18時 30分～ 

            栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

 

（2）平成 29 年度に実施する地域予算提案事業（平成 28 年度に栃木中央地域会議より提案

した事業）の進捗状況の報告 

 

 

5 閉 会 
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別記 3 会議の経過（議事の要旨） 

 

発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐山会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

1 開会 

 

2 会長あいさつ 

 

3 議事 

（1）「総合計画後期基本計画における地域計画作成について」（報告） 

 

今年度、栃木市総合計画の後期基本計画（平成 30年度～平成 34年度）を策定

するに当たり、地域計画（地域重点事項）の部分について文言の修正や新たに追

加したい事項の有無を 4月の地域会議で意見聴取したところですが、5月の地域

会議で委員の皆様の検討を経て、回答書をいただきました。 

その内容に基づき、地域計画を見直しましたので報告させていただきます。 

 

【地域計画（地域重点事項）の見直し内容を説明】 

 

○後期基本計画の本文に追加 

・立地適正化計画制度を活用し、人口減少社会に対応したコンパクトシティの

形成 

○栃木地域の重点事項に追加 

・蔵の街周辺地区の地方都市リノベーション事業の推進 

・蔵の街や喜多川歌麿等の豊富な観光資源を活かした駅を拠点とした観光 PR

の推進 

○全地域共通の重点事項に追加 

・高齢者活躍の場の創出 

・地域とのつながりを重視した学校教育の推進 

・市内の各文化財をつないだ魅力ある観光ルートの確立 

・結婚を望む若者への支援体制づくりの強化 

 

この見直し内容に関して、委員の皆様から何かご意見はございますか。 

 

コンパクトシティについて後期基本計画の本文に盛り込むということでした

が、市としてもう少し早く取り組むことはできないのでしょうか。 

現在、地域の高齢者を地域全体で支え合う体制の整備や定住支援の施策など、

これまでにない新しい投資が生まれています。その一方で、市内の学校の適正配

置の問題や公共施設の統廃合の問題などもあり、これらを早く整理していかない

と、高齢者の生活環境の改善や定住人口増加のための投資が中途半端になってし
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担当課 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

担当課 

 

 

まう気がします。後期基本計画の中では、できるだけ速やかに施設の統廃合や経

費の削減、業務の効率化に取り組んでほしいと思います。 

 

コンパクトシティに関して、本市ではまだ立地適正化計画が制定されておりま

せんが、「栃木市をコンパクトシティとしてどう考えていくか」という方向性は

その計画の中で明らかにする予定ですので、もう少々お待ちいただきたいと思い

ます。 

 

先ほど述べた新しい投資がどんどん出てくる一方で、従来と同じような経費が

かかるとしたら、市の財政は立ち行かなくなりますよ。 

積極的に施設の統廃合を進めるなど、投資が増える分だけ経費を減らしていく

方策を基本計画の中でよく考えていただきたいと思います。 

 

前期基本計画（平成 25年度～平成 29年度）に基づく施策の 1つとして、既に

公共施設の統廃合には取り組み始めています。 

今後、施設の一本化を進めると一時的には経費が増えてしまいますが、施設の

総面積は 30%ほど減らす見込みです。 

 

新しい投資に対して減らす経費が見合うかどうかが重要であって、その減らす

経費の中身を早いうちに精査して決める必要があると思うのですが。 

例えば、施設の縮減を考える場合、地元の住民は総論賛成・各論反対で時間が

かかるということを前提に取り組まないと、将来困るんじゃないですか。 

 

計画を作ることも重要ですが、それより実現までのスピードが大事ですよね。 

 

調整に手のかかる案件に早く取り組まないと、突発的なトラブルや新たに生ま

れる需要に対処できなくなりますよ。 

市はそれぞれの課で個別に対策に取り組んでいることはわかるのですが、全体

としてもっとスピードが必要なのは間違いない。 

 

計画を進めるに当たり、「計画書には美辞麗句が並ぶけれども、実際は何をや

っているのか？」と市民に感じさせることのないようにお願いします。 

市役所は市民にとって一番身近な行政機関ですから、市職員が市民と一緒に内

容を議論して計画を進めていかないと、市民のニーズとかけ離れたものになって

しまいます。 

 

ご意見ありがとうございます。皆様の意見を取り入れて作成するこの地域計画

が「絵に描いた餅」にならないよう、事業を進めてまいります。 
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佐山会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。担当課の方はご退席ください。 

次の議題に移ります。（2）の地域予算提案事業検討について、事務局より説明

をお願いします。 

 

（2）地域予算提案事業検討 

 

前回の会議で委員の皆様からご提案いただいた事業の素案を、下表のようにテ

ーマ別にまとめました。 

本日はテーマごとに、皆様のご意見をいただきたいと思います。 

 

テーマ 事業の素案 

① 子育ての支援 ・未就学児への対応、赤ちゃんの駅・児童館の更なる

活用 

・初めての子育てする方や移住されてきた方に対する

フォロー 

②子どもの安全、地域

とのかかわり 

・こども 110番の家と、普段から連携する 

・こどもが安心して遊べる公園づくり 

・交通安全教室 

③結婚相談員の充実 ・未婚の若者が多い。婚活パーティではなく、相談員

の増員を 

④高齢者のふれあい

の場を 

・常に利用できる高齢者の運動（体・頭）ができるよ

うな場がほしい 

・交流の場にもなっていくとなお良い 

⑤高齢者の住みやす

い街 

・高齢者の外出しやすい街、バリアフリーの整備 

・タクシー券やバスの活用 

・交通安全（高齢者自身も、他の交通者も）の啓発 

⑥高齢者の活躍でき

る街 

・周囲が高齢者を必要とする 

 例）自治会役員やアシストネットの活用。花の育成。 

・地域での活躍 

⑦世代間交流 ・老年層、壮年層、青年層、幼児層が交流できるフリ

ースペースの整備 

・絵本やおもちゃ、ご飯をきっかけとした交流の場 

⑧自治会同士の横の

つながり 

・イベント時に人手不足を補いあう仕組み 

・自治会同士の交流 

⑨観光に力を入れる

ために、訪れた人々に

優しいハード・ソフト

の整備 

・駅前観光カフェのオープン 

・栃木駅に降り立った観光客がお茶を飲んで休憩した

り、栃木の名産をつまんだりする場所があるとよい 

・電車の待ち時間調整をしたり、お土産を買ったり、

観光の情報をゲットしたり、といったスポットの整備 
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佐山会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

⑩観光 ・駅からまちなかへの導線が課題 

・公共交通や移動手段を絡めた看板を 

・地域のプライドをくすぐるような提案 

⑪情報の発信 ・ネットに頼らずアプリを使用する 

・企業とタイアップして市の情報がすぐに市民に知ら

せる仕組み 

・興味関心のあるイベント等の情報が終了後に知るこ

とがある 

・デスティネーションキャンペーン等も含め、栃木市

の情報発信強化を共通目標（総合計画）に 

⑫栃木市の歴史につ

いて 

・栃木市の歴史を掘り下げ、冊子などを作りたい 

・栃木市の歴史を発信できるような機会がほしい 

 

※それぞれのテーマについて、具体的な提案内容の検討を行いましたが、提案の

集約までは至らなかったため、委員各自が 23 日（金）までに、取り組みたい

テーマと具体的な事業案を事務局に提出することになりました。 

 

ありがとうございました。以上で本日の協議事項は終了いたしました。 

この後の進行は事務局にお願いします。 

 

4 その他 

（1）事務連絡 

  ・次回開催予定 平成 29年 7月 20日（木） 18時 30分～ 

          栃木市役所本庁舎 3階 正庁 

 

（2）平成 29 年度に実施する地域予算提案事業（平成 28 年度に栃木中央地域会

議より提案した事業）の進捗状況の報告 

 

進捗のあった下記の 4つ事業について報告しました。 

・①栃木中央地域花と緑のまちづくり事業 

・②栃木中央地域交通事故防止対策事業 

・③栃木城址の魅力再発見事業 

・④あいさつリーダー運動スタートアップ事業 

 

5 閉会 

 

 


